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思い込みは危険！
むかし、とても仲の良い二人の殿様がいました。

あるとき、鰈の色は黒が白かで口論になりました。

一人の殿様は黒だと言い張り、もう一人の殿様は、

白だと言い、どちらも譲りません。そしてついには、

戦争になってしまいました。

実は、殿様の一人は鰈の黒い表側だけを食べ、も

う一方の殿様は、白い裏側だけを食べていたのでし

た。

この昔話のように思い込みによる判断や行動は私

たちにとっても日常茶飯事ではないでしょうか。し

かも、その判断や行動に思い込みがあったとしても

それが表面化するとは限りません。

でも、思い込みは先入観や偏見と共にトラブルを

起こす原因になっていることが多いのです。

また、思い込みにより、考え方やものの見方が固

定化される結果、自由な発想が妨げられてしまいま

す。このことは企業経営にとって大きなマイナス要

因になりそうです。

私たちは習慣的に片方の意見だけで判断したり、

これといった根拠もないうわさ話を信じたり、テレ

ビや新聞、雑誌等の報道を無条件に受け入れたりし

ています。

このような事が習慣化しているとすれば、とても

危険なことです。良い意味での疑いを持つことが必

要です。言い方を変えれば物事には表があれば裏も

あり、上があれば下もあり、縦もあれば横もありま

す。一面だけでなく多面的に物事を見る習慣を身に

つけたいものです。

思い込み：頑なに自分の信念に固執する。

信じたいことしか信じない。

先入観：初めに知ったことによって作り上げられた

固定的な観念や見解、それが自由な思考を

妨げる場合に言う。

偏見：ある対象、人、集団などに対して、十分な根

拠なしにもたれる偏った判断、意見などをさ

す。このような判断や意見は強固なものであ

り、それらが誤っていることを示す証拠を見

せられても容易に変わらない場合が多い。

独断：それほどの根拠もない客観性を欠いた判断。
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今年もアマリリスが咲きました。柔らかいピンク
色で大輪の花が４つあります。
昨年は寒かったのか3月号の新聞の掲載はできな
かったので残念でしたが、今年は暖かかったのです
ね、2月17日にはつぼみが膨らみ、20日にはもう大
輪の花を咲かせていました。
アマリリスの花言葉は
「誇り」、「内気」、「素晴らしく美しい」「お
しゃべり」「強い虚栄心」だそうです。
いくつか見てみると

おしゃべり…大きく広がって咲く花の様子を、お
しゃべりしている人（女性）の姿にみ
たてたもの。

内気…咲き始めはうつむき加減なので、その姿を象
徴したもの。

など面白いですね。

ユリ科の植物なので、
花の形はユリに似ていますね。

つい、アマリリスの歌を口ずさみ
そうになります♪

事務所のホールには、先月から
ひな人形が飾ってあります。
繁忙期のこの時期見る人をホッと
和ませてくれています。
お雛様には「京雛」と「関東雛」

があります。その違いの一つに、
お内裏様とお雛様の左右の位置の
違いがあります。お内裏様の位置が、京雛は向かって右、
関東雛は向かって左になっています。
日本古来から、左は右より格が高いとされており、京

雛は、古来の慣わしに従ってお殿様が向かって右側にお
座りになっています。
現在一般的な関東雛は、向かって左にお殿様がお座り

になっていますが、それには大正天皇が関係していると
されています。明治時代、西洋の流れを受けて国際儀礼
である「右が上位」の考え方が取り入れられるようにな
りました。大正天皇が即位の礼で、洋装の天皇陛下が西
洋のスタイルで皇后陛下の右に立たれた事からこの風習
が広まったとされています。
明治天皇の時代から皇居は東京に移っておりましたか

ら関東を中心にこのご即位時のスタイルが定番となって
いき、全国的にも今はこのスタイルが主流となっている
ようです。
お雛様にも歴史を感じますね。 神谷
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